
天童市立第一中学校 ＜生徒と教師の内省の往還＞ 

令和８年７月 ８日 ５校時 ３年３組 教科 社会  授業者 齋野 知也 会場 ３年３組教室 

１．生徒と教師の内省の往還（実施アンケートより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本時の学習目標 

・ 日本の高度経済成長が今日の私たちにもたらした「光」と「影」の側面について考えることができる。 

３．学習活動（本時６／１０） 

・生徒の思考、表現等  

 

 

 

            ・教師の手立て、支援 

① 前時の振り返りと課題の設定をする。（１０分）＜一斉＞ 

・ 前時の「三種の神器」を思い出す一方、アンケートでの「昔

は公害があった」というクラスの声から、「なぜ豊かになる

一方で問題が起きたのか」という矛盾を抱く。 

・ 対比資料を見て、気づいたことを ClassCloud に同時投稿す

る。 

 

 

 

・ 冷戦や占領政策の転換、集団就職等の前時のまとめを確認す

る。 

・ ・レディネスアンケートの結果を共有し、経済成長のグラフ

と公害の写真を対比提示して揺さぶりをかける。 

・ ★【手だて①】 1 行程度の短い気づきを同時投稿させ、全体

で共有する。 

② 事実カードの分析と因果関係の構築（２０分）＜個＞ 

・ ClassCloud の「事実カード」を資料集を基に読み解く。 

・ 「家電普及➡家事軽減➡女性の社会進出」や「人口集中➡労

働力確保➡過密・過疎・公害」という事象のつながり（構造）

に気づく。 

・ 矢印（コネクション機能）を使って ClassCloud 上でマップ

化する。 

・ 行き詰まった際は ClassCloudの「2 つの AI アドバイス」に

ヒントを求め、修正する。 

・ 事実カード（家電普及、人口集中、過密・過疎など）を

ClassCloud にランダム配置する。 

・ ★【手だて②】 最初から答えを与えず、カードを矢印で結

ぶ活動を通して、事象の「光と影」の表裏一体性に自ら気づ

かせる。 

・ ClassCloud 上のプラス担当・マイナス担当の「2 つの AI ア

ドバイス」を起動させ、多角的な思考を促す。 

③ 多角的な共有と現代への往還・振り返り（１５分＋５分）＜協働→個＞ 

・ 友達の多様なマップ（ジェンダー視点・地域視点など）を見

ることで、視野を広げる。 

・ 当時の「経済優先の歩み」を理解した上で、自分たちが直面

する現代の課題（少子高齢化・物価高）に思考を引き戻す。 

・ **「歴史の教訓を踏まえ、これからの社会で何を優先すべき

か」**について、自分の考えを記述する。 

・ 異なる視点で繋いでいる生徒のマップを数名分ピックアッ

プして画面共有し、価値づけする。 

・ ★【手だて②（終末）】 歴史的な構造をふまえ、現代や未来

の社会のあり方（SDGs 等）と結びつけたリフレクション（振

り返り）を ClassCloud に入力・蓄積させる。 

４．評価 

・日本の高度経済成長について、現代社会を生きる私たちの生活にもたらした影響を多面的・多角的

に考察し、表現している。 （思考・判断・表現：振り返りの記述内容、協働学習の話し合い等） 

生徒 
・昔の日本が、なぜこれほど急速な経済成長をすることがで

きたのか、当時の人々の暮らしの変化などについて資料か

ら調べてみたい。 

・家庭電化製品の普及によって暮らしが豊かになった一方

で、なぜ公害や過密・過疎などの問題が起こったのか。 

・今は便利な生活ができているが、物価や税金が高いことや

少子高齢化などの課題があるので、戦後の歩みとどうつな

がっているのかを調べていきたい。 

・将来の日本や自分たちの生き方について自分なりの意見

を持てるようになりたい。 

教師 
・戦後の日本が歩んだ急速な経済発展のもたらした「プラス

（利便性・豊かな生活・労働力の確保）」と「マイナス（公
害・環境破壊・都市問題・過疎化）」の側面を資料から多
角的に捉え、公害問題をはじめとする歴史的教訓を正し
く理解してほしい。 

・単なる過去の出来事の暗記にとどめず、生徒が実感してい
る現代の良さ（利便性・多様性）や直面する課題（物価高・
少子高齢化・SDGs）の背景には高度経済成長期の歩み（ル
ーツ）があることに気づき、「これからの持続可能な社会
をどう選択していくか」を我が事として主体的に考える
力を育みたい。 

生徒の「やってみたい」や

「できた」が、実現できる

ような手だて 

日本の高度経済成長が今日の私たちにもたらした「光」と「影」の側面について考えよう。 

学習活動  


